
 
 
 
 
 

 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

              
 

       

      

昨
年
末
12
月
27
日(

火)

６
０
２
会
議

室
で
、
総
務
部
長
交
渉
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

今
ま
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
、
各
園
の

状
況
や
困
っ
て
い
る
こ
と
等
書
い
て
も
ら

っ
た
中
か
ら
抜
粋
し
て
、
吹
き
出
し
に

書
き
込
ん
だ
タ
ペ
ル
ト
リ
ー
を
作
成
し
、

交
渉
に
臨
み
ま
し
た
。 

  

総
務
部
長
は
会
場
に
入
る
な
り
、
そ

れ
を
見
て
、
保
育
園
の
状
況
の
厳
し
さ

を
感
じ
取
っ
て
く
れ
た
よ
う
で
す
が
、
一

向
に
改
善
さ
れ
な
い
事
へ
の
不
満
等
、
ぶ

つ
け
ま
し
た
。 

 

保
育
園
の
問
題
は
、
と
に
か
く
人
が

足
り
な
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま
す
。 

 

前
号
に
も
書
き
ま
し
た
が
、
有
休
取

得
平
均
日
数
が
、
保
育
園
を
除
く
市

長
事
務
部
局
で
、
１
４
．
７
日
。
保
育
園

は
７
．
６
日
。 

 

有
休
が
取
り
に
く
い
の
も
人
が
足
り

な
い
か
ら
。 

 

時
短
も
、
代
わ
り
に
入
れ
る
人
が
い

な
い
た
め
に
、
取
り
た
く
て
も
取
れ
な
い
。 

保
育
応
援
の
超
勤
が
多
い
。
病
休
者
が

増
え
て
い
る
が
、
代
替
が
い
な
い
。 

 

そ
こ
に
コ
ロ
ナ
に
よ
る
職
員
の
休
み
が

重
な
る
と
、
７
人
・
８
人
と
職
員
が
足
り

な
く
な
る
日
も
あ
り
、
「
今
日
は
最
低

基
準
に
達
し
て
い
た
の
か
？
」
と
心
配
に

な
る
日
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き

に
、
何
か
大
き
な
事
故
が
あ
っ
た
ら
、
人

を
き
ち
ん
と
配
置
し
な
い
「
市
」
の
責
任

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

ま
ず
は
、
欠
員
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

産
代
・ 

病
代
・ 

支
援
児
加
配
等
の
配

置
を
き
ち
ん
と
す
る
事
。
し
か
も
、
同

じ
事
を
何
年
も
言
っ
て
い
る
の
で
、
「
市
」

も
工
夫
す
る
こ
と
を
こ
ち
ら
に
要
求
す

る
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
も
工
夫
し

て
、
採
用
を
増
や
し
た
り
、
子
ど
も
を

減
ら
し
た
り
等
検
討
し
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。 

  

副
市
長
交
渉
は
、
１
月
17
日(

火)

１

１
３
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
様

に
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
を
貼
り
、
放
課
後
ル

ー
ム
の
人
員
不
足
の
状
況
も
伝
わ
る
よ

う
に
し
、
「
欠
員
が
出
な
い
採
用
」
を
訴

え
ま
し
た
。
（ 

詳
細
は
次
号
で
） 
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   ☆  講師の方々の実体験を元にした事例

等が有り分かり安く、楽しい講座でし

た。 
「夢中になって遊び込む保育を」の講

座では、遊び込む事で学びが生まれるこ

と、特に“学びの手段にされると面白さ

を失う”という言葉に深く共感をしまし

た。自分も日々の保育で、遊びを手段に

していた場面があったと思いました。

「あそぶ」ということが難しく重要であ

ることを改めて感じることができまし

た。 

「『気になる子』が変わるとき」の講

座では、困った行動の場面でどのような

状況なのかや、それらが起こらないとき

の状況を振り返ることを、自分はまだき

ちんと行えていないと思いました。今ま

で以上に関わりの中で見ることや情報

共有が大切だと学びました。 

（海 1 Ｋさん） 

 

☆  その場に行けなくでも、配信で学べるのは

良かった。以前参加した実技の研修は楽し

かったので、また、実技の講座に参加した

いと思いました。 

（湊町 Ｙさん） 

 

☆  自分のタイミングで見る事ができたので、

良い機会になった。 

もう少し、時間があるともっと詳しく見れた

かなと思います。（湊町） 

 

☆ どの講座も具体的な例を挙げて説明

して頂いたことで、自分の経験したこと

と結びつけたり、想像したりしながら受

講することができました。 
   特に印象に残った講座は、「夢中に 

なって遊び込む保育を」です。なぜ集団

遊びをするのか、話し合いが大事なのか

等、日々なんとなくやってしまっていた

ことの意味を再確認することができま

した。 
また、悩んでいるのは自分だけでは無

いということを知ることができて安心

しました。 
   この講座で学んだことを活かし、今

後も学び続けなくてはいけないと感じ

ました。今後も、子どもを一番に考え

た保育ができる様に学んでいきたいで

す。     （西船 Ｆさん） 
 
☆  講座がとても参考になりました。 

“夢中になって遊び込む保育を”では、

子どもの意思表明の場を作り、安心して自

分の思いを表現できる環境を作ることが大

切であると感じました。互いに思いを受けと

め合えるようなクラス作り、大人の関わり、大

事にしていきたいです 

“「気になる子」が変わるとき”では、「かけ

がえの無い自分」を感じる大切さを知りまし

た。十分に受けとめられる関わり方ができた

らと思っています。つい困った行動に目が

行ってしまいますが、その子の別の面を見

ようとする視点を持っていきたいです。 

（湊町  Ｋ） 

 

感想 


